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新築物件のご紹介 

                                  

前回ご紹介した、川北町のＴ様邸

完成いたしました。 

和風のイメージでつくったお宅

です。 

石川県産材の能登ひばや杉を豊

富に使用したお宅です。 

リビングの壁は珪藻土を使い、そ

の他の部屋の壁も自然素材のクロスを使用しました。完成見学会も大変な盛況で、県産材の木の香りと風通し

の良い家づくりに、多くの反響がございました。 

 

 

インスタントラーメン 

現在日本におけるインスタントラーメンの年間生産数

量は５３億５０００万食です。全世界では、1 年間に９１５

億食が消費されているようです。 

世界初のインスタントラーメンは、ご存知のように１９５

８年(昭和３３年)日清食品の創業者安藤百福が開発し

た『チキンラーメン』とされています。 

１９７１年には同じく日清食品からカップラーメンの元

祖『カップヌードル』が登場しました。 

『チキンラーメン』が発売された当時、お湯をかけて２

分間という謳い文句で、魔法のラーメンとして人気を博

しました。価格は３５円でした。 

その製法は、てんぷらからヒントを得たというエピソードは有名で、蒸した麺を熱した油に入れることで、水分が蒸発し

無数の穴が開きます。そこへお湯を注ぐと、穴にお湯が浸透し、ゆでたての状態の戻るというわけです。 

  

 

無事生まれました 

  

息子恭丞（きょうすけ）も１歳と１０カ月になりました。 

 ９月８日に、私たちの第二子となる男の子、隼平（しゅんぺい）が誕生しました。  

 生まれてすぐに私が抱っこしましたが、恭丞は恐る恐るという感じで、表情がこわばっており、

無理やり手を引っ張って、赤ちゃんの頭をナデナデさせました。 

お母さんの入院中は、しばらく寂しかったこととは思いますが、お兄ちゃんになったことで、

ガマンも少しできるようになったようです。 

今では『あかちゃんかわいい』といいながら顔を近づけたりしています。 

これからも、ずっと兄弟仲良くしてほしいと思います。 

                                裏面へつづく 



               被災地支援活動の輪        大六さん 作:ひげくま 

 3 月 11 日に発生した東日本大震災から半年以

上が経ちました。 

被災地の情報も、毎日ニュースなどで報道され

ていますが、すべてが報道されているわけではあ

りません。 

石川県でもいろいろなところで支援活動の輪が広

がっています。私自身も震災前に始めたばかりの

Facebook で支援活動をしている方の講演を聴き、

少しばかりではありますが、その方たちと共に活動

をしています。 

看護師の宮本美奈子さんが長を務める『石川の光を届ける桜プロジェクト』という支援

活動の会に現在入っています。宮本さんは、岩手県山田町や会津若松に避難してい

る原発周辺の方々のところへ何度も足を運び、被災された方々の手当、心のケアなど

に当たっています。ほかにも『ペイフォワード TO 東北』という松任アピタ近くで支援物

資を受け付けている団体にも入っております。 

手伝える範囲での支援になりますが、私自身も、以前私が使っていた大工道具を、福

島の大工さんに提供しました。私を含め、これからずっと息の長い支援をしていこうと

いう意志をみなさん持っています。 

  

 

 

協力業者さん紹介 

 今回は基礎工事の担当をしてくれている奥池建設、奥池繁さんです。 

奥池さんとは、30 年以上前からのお付き合いをしており、基礎コンクリートをいつも精度よく、きれい

に仕上げてくれます。 

 

奥池より一言 

『相互建設さんとは長いお付き合いをしています。これからもみなさんに喜んでもらえる仕事をしていきま

す。』 
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